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議案質疑 議案質疑

（ 3 ） （ 2 ）

ジ
ュ
ー
ル
は
。ま
た
デ
ザ
イ
ン

の
決
定
は
。

Ａ　

小
学
校
の
夏
休
み
期
間
中

に
工
事
を
行
い
、児
童
の
使
用

開
始
時
期
は
９
月
中
旬
を
予
定

し
て
い
る
。

　

ま
た
、壁
や
ト
イ
レ
、サ
イ
ン

の
色
な
ど
は
、工
事
に
着
手
す

る
際
に
、各
学
校
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
決
定
す
る
。

主
な
議
案
審
議

◆
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
（
専
決
処
分
）

Ｑ　

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き

上
げ
に
伴
う
措
置
と
し
て
、住

宅
ロ
ー
ン
控
除
制
度
は
ど
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

消
費
税
率
10
％
が
適
用
さ

れ
、か
つ
令
和
元
年
10
月
１
日

か
ら
２
年
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
居
住
の
用
に
供
し
た
住
宅
の

取
得
に
対
し
、現
行
の
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
を
３
年
間
延
長
し
、

13
年
間
税
額
控
除
す
る
も
の
。

◆
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
専
決
処
分
）

Ｑ　

広
瀬
小
学
校
な
ど
５
校

の
ト
イ
レ
改
修
工
事
の
ス
ケ

市議会のポイント
専 決 処 分 と は

◆
市
税
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
改

正
さ
れ
、５
月
中
旬
に
総
務
大

臣
の
指
定
が
告
示
さ
れ
る
が
、

そ
れ
以
前
の
ふ
る
さ
と
納
税
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。　

Ａ　

５
月
末
日
ま
で
に
ふ
る
さ

と
納
税
し
た
場
合
は
、従
前
ど

お
り
寄
附
金
税
額
控
除
の
特
例

控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

議
長
・
副
議
長

　
　

就
任
あ
い
さ
つ

 

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推
挙

を
賜
り
、議
長
・
副
議
長
の
大
任

を
拝
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
元
号「
令
和
」の
時
代

と
な
り
ま
し
た
が
、地
方
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
く
、人
口
減
少

や
超
高
齢
社
会
の
到
来
、従
来
の

想
定
を
超
え
る
災
害
へ
の
対
策
、

児
童
虐
待
の
防
止
や
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
の
事
故
対
策
な
ど
、喫
緊

の
課
題
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
市
議
会
は
、こ
れ
ら
の

山
積
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け

て
全
力
を
尽
く
し
、市
民
の
皆
さ

ま
の
声
を
丁
寧
に
受
け
止
め
な

が
ら
、二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
べ
く
、行
政
監
視
機
能
と
政
策

立
案
機
能
の
強
化
を
図
り
、新
し

い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
邁ま

い
し
ん進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
体
制
で
の
議
会
出
発
の
年

と
な
り
ま
す
が
、議
長
、副
議
長
と

も
ど
も
初
心
に
帰
り
、議
会
の
役

割
と
責
任
を
強
く
自
覚
し
、市
民

福
祉
の
増
進
と
狭
山
市
発
展
の

た
め
、さ
ら
に
は
狭
山
を
担
う
子

ど
も
達
の
た
め
、全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

主
な
議
案
審
議

◆
自
転
車
駐
車
場
条
例
の
一
部

　

改
正

自
転
車
駐
車
場
で
の
禁
止
行

為
を
定
め
る
も
の

Ｑ　

条
例
第
12
条
に
７
項
目
の

禁
止
行
為
を
規
定
し
た
背
景
は
。

Ａ　

自
転
車
を
長
期
間
駐
車
し

た
ま
ま
に
す
る
こ
と
、駐
車
場

の
施
設
や
設
備
を
汚
し
た
り
壊

し
た
り
す
る
行
為
、通
路
に
駐

車
す
る
な
ど
他
の
自
転
車
の
通

行
を
妨
げ
る
行
為
、利
用
者
が

ご
み
を
投
棄
す
る
行
為
な
ど
が

増
加
し
た
た
め
。　

Ｑ　

無
料
の
自
転
車
駐
車
場
６

カ
所
を
、条
例
に
追
加
す
る
理

由
は
。

Ａ　

６
カ
所
の
無
料
駐
車
場
で

は
、全
体
で
約
2
千
台
の
自
転

車
な
ど
が
長
期
間
駐
車
さ
れ
て

い
る
。こ
の
状
態
を
改
善
す
る

た
め
、自
転
車
等
駐
車
対
策
協

議
会
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
検

討
し
、無
料
駐
車
場
内
の
長
期

駐
車
の
自
転
車
な
ど
を
撤
去
、

処
分
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支

　

給
条
例
の
一
部
改
正

医
療
費
の
窓
口
払
い
を
廃
止

し
、利
便
性
の
向
上
を
図
る

も
の

Ｑ　

こ
ど
も
医
療
費
の
対
象
者

と
重
複
し
て
い
る
子
ど
も
は
、

ど
ち
ら
の
制
度
を
利
用
す
る
の

か
。不
利
益
は
生
じ
な
い
か
。

Ａ　

重
複
し
て
利
用
で
き
る
子

ど
も
は
、保
護
者
と
同
じ
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
も
窓
口

払
い
と
自
己
負
担
金
を
廃
止
す

る
た
め
、不
利
益
は
生
じ
な
い
。

◆
市
税
条
例
の
一
部
改
正

個
人
市
民
税
に
つ
い
て
ひ
と

り
親
に
対
す
る
非
課
税
措
置

を
講
じ
る
も
の
な
ど

Ｑ　

未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す

る
非
課
税
措
置
の
具
体
的
な
内

容
は
。

Ａ　

婚
姻
せ
ず
に
子
ど
も
を
育

て
て
い
る
ひ
と
り
親
を
対
象
と

す
る
た
め
、児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
て
い
る
未
婚
の
親

で
、前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
、

１
３
５
万
円
以
下
、給
与
収
入

に
し
て
２
０
４
万
４
千
円
未
満

の
方
に
つ
い
て
、個
人
市
民
税

を
非
課
税
と
す
る
も
の
。

◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
第
１
号
）

Ｑ　

不
老
荘
の
空
調
設
備
工
事

の
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

工
事
の
内
容
は
、室
外
機

２
台
の
交
換
を
主
と
し
た
も
の

で
、期
間
は
室
外
機
の
組
み
立

て
、設
置
工
事
、工
事
検
査
で
、

２
カ
月
程
度
か
か
る
見
込
み
で

あ
る
。

　

こ
の
た
め
、７
月
下
旬
か
ら

8
月
中
旬
ま
で
は
、利
用
者
の

安
全
を
考
慮
し
、臨
時
休
所
を

予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

軽
自
動
車
税
の
低
燃
費
車

に
対
す
る
グ
リ
ー
ン
化
特
例（
軽

減
税
率
）見
直
し
の
内
容
は
。

Ａ　

現
行
制
度
の
適
用
期
限
を

２
年
間
延
長
し
て
令
和
３
年
度

ま
で
と
し
、４
年
度
と
５
年
度

課
税
分
は
、電
気
自
動
車
と
天

然
ガ
ス
車
を
対
象
と
す
る
も
の
。

　本来、議会の議決を受けなければな
らない案件について、議会の議決・決
定を受けずに市長が処理することを
いいます。主に緊急を要するため議会
を招集する時間的余裕がない場合に
行われますが、議会への報告、承認が
必要となります。

Point！

三浦和也副議長・加賀谷勉議長

稲荷山公園駅前の自転車駐車場

議
長
、
副
議
長
を
選
出

議
長
、
副
議
長
を
選
出

　

議
員
改
選
後
、最
初
の
議
会
と
な
る
第
1
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、議
長
、副

議
長
、常
任
委
員
な
ど
を
選
出
し
ま
し
た
。ま
た
、市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

7
件
、追
加
議
案
1
件
は
、原
案
の
と
お
り
、可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、「
自
転
車
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正
」な
ど
、12

議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、ま
た
、請
願
が
１
件
、議
員
提
出
議
案
２

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。市
長
提
出
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同

意
し
、請
願
は
採
択
、議
員
提
出
の
２
議
案
は
否
決
し
ま
し
た
。

６月定例会
６月１０日～６月２６日

５月臨時会
５月14日自

転
車
駐
車
場
の
適
正
利
用
を
推
進

自
転
車
駐
車
場
の
適
正
利
用
を
推
進



議案質疑議員紹介

（ 5 ） （ 4 ）

◆
災
害
弔
慰
金
支
給
条
例
の
一

　

部
改
正

法
律
の
改
正
に
伴
い
、災
害

援
護
資
金
の
貸
付
け
に
関
す

る
規
定
を
改
め
る
も
の

Ｑ　

保
証
人
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
と
規
定
し
た
背
景
は
。

Ａ　

東
日
本
大
震
災
時
の
特
例

に
よ
り
、保
証
人
が
い
な
い
場

合
で
も
災
害
援
護
資
金
の
貸
し

付
け
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

保
証
人
を
必
要
と
す
る
か
は
市

町
村
の
判
断
に
よ
り
条
例
で
定

め
る
こ
と
が
適
切
と
さ
れ
た
た

め
、被
災
者
の
実
情
や
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
保
証
人
を
立
て
る

か
ど
う
か
選
択
で
き
る
こ
と
と

し
た
。

◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
第
２
号
）

Ｑ　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
の
概
要
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

Ａ　

10
月
に
予
定
さ
れ
る
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
が
、所
得
の

低
い
方
や
子
育
て
世
帯
の
消
費

に
与
え
る
影
響
を
緩
和
し
、地

◆賛否が分かれた議案　　　　　　　　　　　○…賛成、×…反対、退…退席、議長は採決には参加しません
議
案
番
号

会派名
議員名

 議案名

令政会 公明党 はつらつ創造日本共産党新政みらい 無所属

三
浦
福
田
笹
本
千
葉
太
田
新
良
田
村
広
山
齋
藤
綿
貫
加
賀
谷
金
子
中
村
大
島
衣
川
大
沢
猪
股
土
方
内
藤
高
橋
田
中
西
塚

43 狭山市監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

議
長

退 × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議1 法令の厳格な遵守と小谷野市長に反省と謝罪を求める決議について × × × × × × × × × × ○ ○ ○ 退 退 退 × × ○ ○ ○

議2 適正な事務執行を真摯に行うことを求める決議について × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 退 ○ 退

 議…議員提出議案　　　　　　※除斥：議案第43号は本人の選任に係わる議案のため、規定により審議や採決に参加できません

　

請　

願

◆
狭
山
市
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ 

　

ッ
プ
の
見
直
し
と
避
難
対
策

　

の
強
化
に
つ
い
て

請
願
者　

44
名

　
　
　
　
《
総
員
賛
成
で
採
択
》

〈
請
願
の
要
旨（
抜
粋
）〉

　

特
別
警
戒
レ
ベ
ル
の
豪
雨
災

害
は
、狭
山
市
も
決
し
て
例
外

で
は
な
い
た
め
、人
命
を
第
一

に
、市
民
の
防
災
意
識
を
促
進

し
、以
下
の
対
策
強
化
に
取
り

組
む
よ
う
お
願
い
す
る
。

①
入
間
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

　

プ
の
見
直
し

②
全
市
地
区
計
画
策
定
へ
の
対

　

応
促
進
と
洪
水
防
災
体
制
の

　

強
化

域
の
消
費
を
喚
起
、下
支
え
す

る
こ
と
を
目
的
に
商
品
券
を
発

行
す
る
も
の
で
、最
高
５
千
円

の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
く
。

　

７
月
上
旬
を
目
途
に
、所
得

の
低
い
方
あ
て
に
購
入
希
望
申

請
書
を
送
付
し
、返
送
さ
れ
た

申
請
書
の
確
認
を
行
う
。

　

９
月
上
旬
に
所
得
の
低
い
方

や
子
育
て
世
帯
の
世
帯
主
あ
て

に
、商
品
券
購
入
引
換
券
を
発

送
し
、９
月
中
旬
か
ら
市
内
郵

便
局
で
商
品
券
の
販
売
を
開
始

す
る
。

Ｑ　

予
防
接
種
事
業
の
補
正
増

を
行
う
が
そ
の
内
容
は
。

Ａ　

予
防
接
種
法
施
行
令
が
改

正
さ
れ
、風
し
ん
の
予
防
接
種

を
令
和
元
年
度
か
ら
３
年
間
、

成
人
男
性
を
対
象
に
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、高
齢
者

肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接
種

が
、元
年
度
か
ら
対
象
者
を
65

歳
の
み
の
方
と
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、５
年
間
は
延
長

し
、従
前
ど
お
り
の
対
象
者
と

す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、元
年
度
予
算
に
不
足
が
生

じ
る
た
め
補
正
す
る
も
の
。

議
員
提
出
議
案

◆
法
令
の
厳
格
な
遵
守
と
小
谷

　

野
市
長
に
反
省
と
謝
罪
を
求

　

め
る
決
議
に
つ
い
て《
否
決
》

提
出
議
員　
　
　

田
中　

寿
夫

◆
適
正
な
事
務
執
行
を
真
摯
に

　

行
う
こ
と
を
求
め
る
決
議
に

　

つ
い
て　
　
　
　
　
《
否
決
》

提
出
議
員　
　
　

田
中　

寿
夫

２ 福 田  　正
①令政会
②広瀬東3-31-4
③2952-7053

７ 土 方 隆 司
①新政みらい
②堀兼2369-3 27-5
③2958-7572

12 齋 藤  　誠
①公明党
②水野218-62
③2958-9501

17 中 村 正 義
①はつらつ創造
②北入曽1351
③2957-5909

22 加賀谷  勉
①公明党
②狭山台2-20-17
③2959-6726

１ 三 浦 和 也
①令政会
②水野660-23
③080-4324-1192

６ 西 塚 和 音
①無所属
②南入曽674-4 201
③090-1986-4106

11 千 葉 良 秋
①令政会
②東三ツ木160-1
③2952-3693

16 猪 股 嘉 直
①日本共産党
②笹井1757-2
③2953-5907

21 田 村 秀 二
①令政会
②青柳746
③2954-7895

５ 田 中 寿 夫
①無所属
②富士見2-24-11 Ⅰ-102
③2999-5255

10 金 子 広 和
①はつらつ創造
②中央1-20-21
③2931-8555

15 大沢えみ子
①日本共産党
②狭山台1-16-24
③2956-6283

20 新 良 守 克
①令政会
②入間川1497-44
③2956-4587

４ 広 山 清 志
①公明党
②広瀬台3-14-8
③2955-8270

９ 笹 本 英 輔
①令政会
②柏原3618-15 130-9
③2952-1977

14 衣川千代子
①日本共産党
②新狭山2-21-6 404
③2968-0888

19 太 田 博 希
①令政会
②鵜ノ木24-16
③2952-9512

３高橋ブラクソン久美子
①無所属
②本人の都合で掲載できません
③2952-4699

８ 内 藤 光 雄
①新政みらい
②柏原3605-111
③2952-7865

13 綿 貫 伸 子
①公明党
②入間川1-14-29
③2952-7606

18 大 島 政 教
①はつらつ創造
②狭山台1-18-3
③2958-7299

◆全員が賛成した議案
◎臨時会　市長提出議案／承認（専決処分）市税条例等の一部改正、国民健康保険税条例の一部改正、平成30
年度補正予算（一般会計、狭山市駅東口土地区画整理事業特別会計、介護保険特別会計）、市税条例の一部改
正、令和元年度一般会計補正予算（第1号）
◎定例会　市長提出議案／人事人権擁護委員候補者の推薦（八瀬邉裕子氏） 条例の一部改正狭山市税条例、
ひとり親家庭等医療費支給条例、災害弔慰金の支給等に関する条例、国民健康保険税条例、介護保険条例、自
転車駐車場条例 補正予算一般会計（第2号）、介護保険特別会計（第1号） その他市道路線（廃止1件・認定2件）

採決の結果

　　①所属会派　②連絡先　③電話番号
（議席番号順）　　

議 員 紹 介



委 員 会委 員 会
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総
務
経
済
委
員
会

　

総
務
経
済
委
員
会
で
は
市
の

総
合
的
な
政
策
、総
務
、人
権
、

商
工
業
、農
業
、危
機
管
理
、交
通

の
ほ
か
、他
の
常
任
委
員
会
が
担

当
し
な
い
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

委
員
長　
　
　

齋
藤　
　

誠

副
委
員
長　
　

広
山　

清
志

委　

員　
　
　

田
中　

寿
夫

　
　
　
　
　
　

衣
川　

千
代
子

　
　
　
　
　
　

中
村　

正
義

　
　
　
　
　
　

太
田　

博
希

　
　
　
　
　
　

新
良　

守
克

　
　
　
　
　
　

田
村　

秀
二

今
年
の
テ
ー
マ

◆
地
域
公
共
交
通
対
策

◆
防
災
・
減
災
対
策

◆
産
業
振
興
・
企
業
支
援

　

わ
が
国
は
世
界
で
も
類
を
見

な
い
早
さ
で
人
口
減
少
、少
子
高

齢
化
が
進
み
、今
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
課
題
が
多
く
発

生
し
て
お
り
、狭
山
市
も
そ
の
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
高
齢
者
が
増
え
る
こ

と
で
課
題
と
な
る
①
高
齢
者
の

公
共
交
通
手
段
に
つ
い
て
②
人

口
が
減
少
す
る
中
で
の
防
災
施

設
の
老
朽
化・危
機
管
理
体
制
に

つ
い
て
③
人
口
減
少・少
子
高
齢

化
両
方
へ
の
対
策
と
な
る
中
小

企
業
支
援
、企
業
誘
致
対
策
の
三

つ
を
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら

を
検
証
し
、

地
域
の
声

を
市
政
に

反
映
で
き

る
委
員
会

を
目
指
し

ま
す
。

建
設
環
境
委
員
会

　

建
設
環
境
委
員
会
で
は
、道

路
や
橋
り
ょ
う
、上
下
水
道
な

ど
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
や
ご

み
処
理
施
設
の
整
備
、省
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
環
境
に
関
す
る
事
項

を
審
査
し
ま
す
。

委
員
長　
　
　

千
葉　

良
秋

副
委
員
長　
　

福
田　
　

正

委　

員　
　
　

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
美
子

　
　
　
　
　
　

土
方　

隆
司

　
　
　
　
　
　

猪
股　

嘉
直

　
　
　
　
　
　

大
島　

政
教

　
　
　
　
　
　

加
賀
谷　

勉

今
年
の
テ
ー
マ

◆
都
市
開
発
の
推
進

　

入
曽
駅
周
辺
整
備
事
業

◆
住
宅
事
業
の
実
施

　

空
き
家
対
策
と
住
宅
政
策

◆
一
般
廃
棄
物
処
理
と
ご
み
の

　

減
量

　

ご
み
焼
却
処
理
場

◆
環
境
対
策

　

外
来
生
物
の
現
状
と
対
応

　　

年
間
活
動
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、都
市
開
発
の
重
点
的
取
り

組
み
で
あ
る「
入
曽
駅
周
辺
整

備
事
業
」の
進
捗
や
空
き
家
対

策
を
含
む
住
宅
政
策
、一
般
廃

棄
物
の
減
量
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
、さ
ら

に
は
外
来
生
物
が
与
え
る
影

響
に
関
す

る
調
査
、

意
見
交
換

会
を
実
施

し
、
快
適

な
市
民
生

活
の
実
現

を
目
指
し

ま
す
。

文
教
厚
生
委
員
会

　

文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、子

育
て
や
学
校
、ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯

学
習
、医
療
・
福
祉
に
関
わ
る
事

項
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

  

委
員
長　
　
　

笹
本　

英
輔

副
委
員
長　
　

西
塚　

和
音

委　

員　
　
　

三
浦　

和
也

　
　
　
　
　
　

内
藤　

光
雄

　
　
　
　
　
　

金
子　

広
和

　
　
　
　
　
　

綿
貫　

伸
子

　
　
　
　
　
　

大
沢　

え
み
子

基
地
対
策
特
別
委
員
会

　

航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
に
係

る
、市
民
の
生
活
環
境
を
改
善

す
る
た
め
の
対
策
に
あ
た
り
、

要
望
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

委
員
長　
　
　

齋
藤　
　

誠

副
委
員
長　
　

千
葉　

良
秋

委　

員　
　
　

福
田　
　

正

　
　
　
　
　
　

土
方　

隆
司

　
　
　
　
　
　

笹
本　

英
輔

　
　
　
　
　
　

綿
貫　

伸
子

　
　
　
　
　
　

猪
股　

嘉
直

　
　
　
　
　
　

中
村　

正
義

議
会
運
営
委
員
会

　

市
議
会
の
運
営
、会
議
規
則
、

委
員
会
の
条
例
、議
長
の
諮
問

に
係
る
事
項
、議
案
、陳
情
な
ど

の
取
り
扱
い
を
協
議
し
ま
す
。

委
員
長　
　
　

太
田　

博
希

副
委
員
長　
　

綿
貫　

伸
子

委　

員　
　
　

内
藤　

光
雄

　
　
　
　
　
　

笹
本　

英
輔

　
　
　
　
　
　

金
子　

広
和

　
　
　
　
　
　

千
葉　

良
秋

　
　
　
　
　
　

齋
藤　
　

誠

　
　
　
　
　
　

大
沢　

え
み
子

 
会
派
名
簿（
5
月
14
日
現
在
）

　

令
政
会

　
　

◎
田 
村  

秀 

二

　
　
　

三 
浦  

和 

也

　
　
　

福 
田  　

 

正

　
　
　

笹 

本  
英 
輔

　
　
　

千 

葉  
良 
秋

　
　
　

太 

田  

博 
希

　
　
　

新 

良  

守 

克

　

公
明
党

　
　

◎
齋 

藤   　

誠

　
　
　

広 

山  

清 

志

　
　
　

綿 

貫  

伸 

子

　
　
　

加
賀
谷    

勉

　

は
つ
ら
つ
創
造

　
　

◎
金 

子  

広 

和

　
　
　

中 

村  

正 

義

　
　
　

大 

島  

政 

教

　

日
本
共
産
党

　
　

◎
猪 

股  

嘉 

直

　
　
　

衣 

川  

千
代
子

　
　
　

大 

沢  

え
み
子

　

新
政
み
ら
い

　
　

◎
内 

藤  

光 

雄

　
　
　

土 

方  

隆 

司

　

無
所
属

　
　
　

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子

　
　
　

田 

中  

寿 

夫

　
　
　

西 

塚  

和 

音◎
は
代
表
者

今
年
の
テ
ー
マ

◆
地
域
と
協
働
し
て
進
め
る
健

　

康
づ
く
り

◆
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る

　

資
質・能
力
の
育
成
へ
の
支
援

◆
未
就
学
児
支
援
の
在
り
方

　

高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
う
社

会
保
障
費
の
増
大
や
出
生
数
低

下
に
伴
う
児
童
生
徒
数
の
減
少

な
ど
、狭
山
市
も
例
外
な
く
全

国
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、時
代
の
変
化
に
伴
う

高
齢
者
支
援
、子
育
て
支
援
の

か
た
ち
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
容

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

　

こ
う
し
た
現
代
社
会
の
課
題

に
対
す
る
施
策
を
専
門
的
に
審

査
し
、狭
山
市
全
体
の
教
育
・
福

祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

一部事務組合の議会
　狭山市が近隣市と共同で運営し
ている「一部事務組合」があります。
　この組合を円滑に運営するため
に、組合議会が設置され、各市から
議員が選出されます。

○広域飯能斎場組合議会

　飯能にある斎場運営のため３市
で構成する議会です。
狭山市選出議員
　内藤光雄、大沢えみ子、太田博希
○埼玉西部消防組合議会

　５市で構成され、消防・救急の運
営を審議します。
狭山市選出議員
　齋藤誠、中村正義、田村秀二

（後列左から）太田委員 新良委員 田村委員  
中村委員　田中委員　衣川委員

　　　（前列）齋藤委員長　　広山副委員長

（後列左から）加賀谷委員 高橋委員 大島委員
土方委員 猪股委員

　　　（前列）千葉委員長　　福田副委員長

（後列左から）三浦委員 綿貫委員 大沢委員
内藤委員 金子委員

　　　（前列）笹本委員長　　西塚副委員長

自転車駐車場を視察

市内視察のようす

　５月14日に開催された第１回臨時会で、各常任委員会、特別委員会などの委員
を選任しました。委員の任期は２年間です。
　委員会は、市議会開会中だけでなく、議会が開催されていない時にも、所管す
る事務の調査を行い、狭山市がよりよいまちとなるように取り組んでいます。

新しい委員を選任



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
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１
１
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内
線
３
３
１
３

一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 6月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。2次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます

（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 9 ） （ 8 ）

◆茶の花号のさらなる活用
　昨年12月に茶の花号は入曽西コースとして
武蔵藤沢駅へ接続されたが、これに加え入曽駅
と武蔵藤沢駅の区間の通勤通学コースがあれば
利便性が向上すると考えるが、市の見解は。
市民部長 入曽駅と武蔵藤沢駅の区間の通勤通
学コースの新設については、本年度実施する利
用動向調査の結果などを踏まえて、その必要性
を地域公共交通会議のなかで協議していく。

◆小谷野市長の「選挙公約」４年間における一
部事業の実績を問う

①公約とは辞書によると「選挙公職を争うとき、
候補者が有権者に向けて表明する約束。当選者
が公約に拘束され実現の努力を行うことは、責
任政治の重要な構成要素である。」と示されてい
る。選挙公報に「自ら先頭に立ちトップセールス
で企業誘致」とあるが、年度別の市外企業への訪
問数は。

◆児童生徒が不慮の事故に遭遇しないために
①危険箇所の洗い出しは。
②けがや事故の未然防止の取り組みは。
学校教育部長 ①各小中学校では、教職員が月に
一度、チェックシートを活用して安全点検を実
施している。その際には、児童生徒の学校生活に
おける動線や児童生徒の学校施設における行動

◆市・県民税申告時における市役所の対応は
　申告者は市民税・県民税申告書用紙を持って
申告会場にきているのか。
総務部長 申告会場では、あらかじめ申告書を作
成する必要がなく、申告者の所得に応じ、所得税
確定申告か市県民税申告かを判断した上で、申
告受付システムで申告書を作成するため、市県
民税申告用紙を持参し、そのまま受け付けるの
は、所得がない方などごく限られた方である。

◆買い物不便地域の解消
①高齢化の進展に伴い、買い物不便の問題はさ
らに深刻になっていくものと予想される。地域
の方に最低限の買い物をしていただくには、移
動販売の導入が有効であると考えるが、移動販
売の導入に向けた市の取り組みは。
②買い物不便地域の解消に向けた市長の所信は。
環境経済部長 ①市内にある事業者が、埼玉県、
群馬県などの北関東４県を対象に、買い物不便
地域での移動販売を検討しているとの情報を得
たことから、買い物不便地域の情報を提供する
など、市内での事業展開を積極的に働きかけた。
　これにより６月17日から、当該事業者では北
関東４県で初めての取り組みとして、市の４地
域での移動販売が本格実施されることになった。
市長 ②今回実施される移動販売の状況を踏ま
えたうえで、移動販売の他の地域への拡大につ
いても、事業者に働きかけていく。　

②「将来的な合併をめざして！近隣市との連携
強化、将来を見据えた行政改革を断行します」と
あるが、現時点での合併に向けた進捗状況は。
市長 ①平成27年度１社、本年度１社であった。
②合併に向けた具体的な進捗はない。

◆30年度「広報さやま」に掲載した市長を含む
写真件数(36枚)

　前市長や近隣自治体(例、所沢市13件・入間市
９件)と比較しても突出して多く、一部の市民か
らは、「税金で作成されている広報紙のはずが、
市民のための広報ではなく、小谷野市長をＰＲ
するための広報になっているのでは。」との指
摘を受けているが、現状の分析と今後の考えは。
総合政策部長 掲載の件数自体をもって、その妥
当性を判断することは適当でないと考える。　
　広報紙には記事の内容に沿った写真を掲載し
ているので、今後についても同様の考えで掲載
していきたいと考える。

パターンなどを念頭に置いて点検している。
　また、管理職による日常の巡視や子どもたち
からの気づきや報告なども含めて、広い視野か
ら危険箇所の洗い出しを行っている。
②児童生徒の行動パターンを踏まえて防止策を
講じており、例えば、窓枠にストッパーを取りつ
け児童生徒が転落しないよう窓の開く幅を制限
したり、窓ガラスをアクリル素材にかえたりす
るなどの対応を行っている。

◆過去の教訓を生かすために
　ヒヤリハット体験事例や危険箇所の共有化は。
学校教育部長 ヒヤリハットの体験事例は、職員
朝会や学年会議の場で情報交換を行い、同様の
事故がおこらないよう、共有化に努めている。
　危険箇所についても、管理職などで構成される
生徒指導委員会で、情報の共有化を図っている。

◆市・県民税申告書で提出した事業者への対応は
　市・県民税申告用紙で確定申告も済んだと思
った方がいた。税務調査があり、３年分の消費税
の追徴が発生。税額が多く一度で払えなくなり、
市税も滞納になった。この事例については。
総務部長 市県民税の申告書で提出していた事
業者の消費税支払いについての認識は、市とし
ては、消費税には関与していないので、納付動向
についても把握していない。

◆市税の滞納者を出さないための再発防止策は
　消費税申告について、パンフレットなどを市
民税課窓口に置いているが、他の再発防止策は。
総務部長 所得税の確定申告が必要かどうかの
判断は、広報や申告の手引きなど、あらゆる機会
を捉え間違いのない申告を誘導する。消費税に
関しては、税務署と情報交換を行う中で、市が対
応可能な範囲で周知に努める。
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あなたが写っていませんか？広報さやまに掲載し
た写真は、広報課で撮影したものでしたら無料で
差し上げます。広報課までご連絡ください。

human Town Photo studio

　ふたごの親子16組と先輩ママ達の交流会。子ども

達がパパや保育士と遊んでいる間、ママ達はふたご

を育てる上での悩みや不安を話し合い、お互いにア

ドバイスをしながらリフレッシュしました。最後は

ママ達も一緒に踊りやゲームで楽しみました。

　芸術の秋に、公民館や市民会館など14会場で開

催。公民館で活動しているサークルなどが、日頃の文

化・芸術活動を発表しました。絵画や彫刻などの作品

は、どれも見た人をうならせる力作揃
ぞろ

い。洗練された

演劇や民踊なども披露されました。会場では、発表者

と来場者が作品について語り合うなど、文化を通じ

た市民同士の交流も深まりました。

11月11日㈰／ふたごちゃんあつまれ～！スペシャル!!（市民交流センター）

　力自慢の小学生・中学生・大人がそれぞれにチーム

を作り、優勝を目指しました。日頃の練習の成果を発

揮すべく、掛け声で息を合わせ、力いっぱいに綱を引

き寄せていました。試合終了後は、ハイタッチを交わ

し、互いの健闘をたたえました。

11月18日㈰／狭山市綱引大会（市民総合体育館）

心と力を合わせ綱と勝利を手
た ぐ

繰り寄せる

川辺の魅力を再発見

勝利を願い、先生や保護者が力いっぱい声援を送ります▲本音をしゃべることで、スッキリしたようすのママ達

市民の文化の祭典
10月～11月／市民文化祭（各会場）

　入間川の河川敷を利用して、アウトドアやバード

ウオッチング、環境学習など自然を生かした体験型

のイベントを開催し6千人もの人々が訪れました。

会場では、幼児向けのキッズバイク教室も開かれる

など、幅広い年代が参加しました。

11月11日㈰／さやまリバフェス＠
アットアットアット

入間川（入間川河川敷）

ささ元気な元気な ややままっっ子子
さやまの教育

地場産野菜とグルメを楽しむ

火のよーじん!  カン カン!

11月17日㈯／狭山市農業祭（市民会館ほか）

11月5日㈪／幼年消防クラブ防火パレード(水富幼稚園)

　農産物の収穫を祝う

農業祭。新鮮な野菜の

販売や品評会のほか、

さといも料理グランプ

リを同時開催し、大勢

の来場者が狭山の野菜

を堪
たんのう

能しました。

震災の教訓から学ぶ講演会（入間川中学校）

　11月10日㈯、全校生徒

249人が、平成23年の東日

本大震災で自らも被災し

た宮城県東松島市消防団

の齋藤剣一広報部長から、

震災当時の状況などについて話を聴
き

き、命の大切

さと災害時に何ができるかを学びました。

　講演では、市内の被災状況や市民の避難生活の

ようす、消防団としての活動などを、当時の映像を

交えながら説明しました。そして最後に「震災時に

強く感じたのは、今生きているのは家族のおかげ

ということ。皆さんも今を大切にし、そして一生懸

命勉強して社会の役に立てるような大人になって

欲しい」と力強く生徒たちに語りました。

　生徒からは、「狭山で同じような災害が起こった

とき、少しでも復興の手助けができるよう、自分に

何ができるのかを今から考えていきたい」などの

感想がありました。

全国・関東大会の出場選手が市長に
　11月7日㈬、中学校総合体

育大会の全国大会と関東大

会に出場した生徒たちが市

長を表敬訪問しました。

　出場報告の後、生徒から

「今回の経験を生かして頑

張りたい」「勝てなかったのは残念だった。次は結

果を残したい」「練習に励み、入賞できるように努

力したい」など感想や今後の抱負が語られました。

市長からは「大会への出場は、皆さんの努力の結果

です。これからも持てる力を発揮して、上位を目指

して切
せ っ さ た く ま

磋琢磨してください。活躍を期待していま

す」と激励の言葉が贈
おく

られました。

全国大会

吉田康
やすひろ

浩さん（柏原中学校3年・全国中学テニス選

手権大会個人シングルスベスト16）

関東大会

嶋村南
み な み

美さん（西中学校1年・新体操学校総合体育

大会関東大会出場）

永山心
み ゆ

結さん（西中学校2年・新体操学校総合体育

大会関東大会出場）

奥富公民館（吊るし雛飾り）

中央公民館（作品展）

入曽公民館（人権標語表彰式）新狭山公民館（来場者と大合唱）

ご
ち
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ん
達
は
、広
い
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で
思
い
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▲熱気球体験で上空か
ら入間川を見ました

入間川のカヌー搭乗体
験には、多くの参加者が

　水富幼稚園の園児74

人が、秋の火災予防週

間にあわせて行った防

火パレード。お揃
そろ

いの

法
は っ ぴ

被を着て、元気な声

で「火の用心」を地域に

呼び掛けました。

　富士山を望め

ることから、「富

士見」とつく地

名は、関東・中部

地方に数多くあ

ります。

　市内にも富

士にまつわる昔からの地名(小
こ

字
あざ

)があります。

堀兼神社の周りには「富
ふ じ み

士見里
さと

」「富
ふ じ が く れ

士隠」

「富
ふ じ み だ い

士見台」「富
ふ じ み の お か

士見丘」が、また、柏原には

「富
ふ じ づ か

士塚」という地名が残っています。昔は、建

物や林など遮
さえぎ

るものが少なく、晴れた日には

富士山もよく見えたことでしょう。今では、ど

こも建物が立ち並び、富士山が見える場所も

少なくなってきましたが、例えば入間川に架

かる新富士見橋や昭代橋、また、奥富小学校近

くの田んぼなど、周囲が開けた場所から富士

山を望むことができます。これからの季節は

空気が澄み、雪化粧した富士山が見える日が

多くなってきます。

　中央図書館の蔵書「狭山から見える山々」に

は富士山の展望スポットが記されています。

皆さんも探してみてはいかがでしょうか。

問合せ広報課へ内線7161
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導入された移動販売の車両
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土方　隆司（新政みらい）金子　広和（はつらつ創造）

内藤　光雄（新政みらい）衣川　千代子（日本共産党）

便利な狭山を目指して！市長選挙で掲げた公約を市民との口約束で終わらせるのか

小中学校の安全対策とけが及び事故の未然防止！市・県民税申告と所得税、消費税確定申告書の取り扱い

その他のテーマ▶ 狭山市の交通政策について

その他のテーマ▶投票率の現状と投票率の向上 ▶ 保育所の待機児童対策と幼児教育無償化の影響その他のテーマ▶入間川七夕まつり ▶市民参加型まつりと花火



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

☎
０
４
‐
２
９
５
３
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
３
１
３

一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 6月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。2次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます

（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 11 ） （ 10 ）

◆通学路の安全確保
　児童生徒の通学路の安全に向け、地区通学路
安全検討委員会で、平成29年３月に策定された
「通学路整備計画」の令和３年までの整備の内容
と進捗状況は。また改善された状況の確認は。
学校教育部長 各学校の通学路において路面標
示の設置と塗りかえ、道路標識やグリーンベル
トの設置、道路の舗装修繕やカーブミラーの調

◆交通事故から守るゾーン30
　全小学校区にゾーン30を指定する手続きは。
また、速度規制標識を設置する考えは。
市民部長 通学路の安全を確保する上でゾーン
30の指定が有効であると考えられる。将来的に
は全ての学校区の中で選定要件にかなう箇所に、

◆市民に浸透 食品ロス
　食品ロス削減の啓発活動の一環としての市民
アンケートのその後の実施状況と結果は。
環境経済部長 今年３月に市内の大型食料品店
３店でアンケートを実施し、廃棄物減量等推進
員51名の協力を得て、買い物客を対象に、食品
ロス削減に関する聞き取り調査を行い、280名
の方から回答を得た。「食品ロスという言葉を知

極力、ゾーン30の指定がされるよう、警察と引
き続き協議する。また、30キロメートル規制な
どの標識を設置する手続は、自治会、小中学校か
らの要望を受け、自動車や児童生徒の通行の状
態や交通事故状況を調査した上で、速度規制の
実施の是非について埼玉県公安委員会が判断す
ることとなる。

◆市民会館の駐車場の確保
　病院への要請と今後の見通しは。
市民部長 イベントなどの開催時には病院の駐
車場の借用について協力要請を行うほか、不適
正な駐車の防止策の依頼に合わせて、市民会館
駐車場の確保についても依頼している。
　病院が保有や管理する周辺の駐車場などの利
用状況を調査し、市民会館が利用可能な駐車場
の確保について病院側と検討協議していくが、
早期に駐車場が確保できるよう、引き続き病院
に要請する。

っていますか」という質問に対して、平成28年
９月では71.7％の方が、今回では93.2％の方が
「知っている」との回答があり、マスコミ報道な
どから食品ロスに対する市民の認知度が高まっ
てきているものと捉えられる。

◆みんなで「もやすごみはかるだけダイエット」
　に挑戦
　もやすごみを減量する取り組みの中で、食品
ロス削減に特徴的なものは。
環境経済部長 昨年度から食品ロスの削減にも
効果があるものとして、新たに「もやすごみはか
るだけダイエット」という取り組みを呼びかけ
ている。週２回のもやすごみの日ごとに重さを
記録していくことで、重さの要因となっている
生ごみの量、特に食べ残しや消費期限切れ食品
などの廃棄を意識することで、もやすごみの削
減を図るきっかけとなることを期待している。

整などを実施してきた。また、川越地区通学路安
全検討委員会で改善状況報告を行い、関係機関
との情報共有に努めている。

◆高齢者事故の削減に向けて
　高齢者の自動車事故が増加傾向にあるが、加
害者や被害者とならないためには「免許証の返
納」促進が必要であるが、その方策は。
市民部長 高齢者が加害者・被害者とならないた
めの取り組みは、交通安全指導員による交通安
全教室を平成30年度は19回開催し、747人の参
加があった。本年度中に、高齢運転者の免許証の
自主返納を促進する方策を明確化する。
　運転しなくてもよい環境整備は、市内循環バ
ス・茶の花号のさらなる利便性向上のための利
用動向調査を実施するとともに、地域の実情に
応じた地域コミュニティ交通の導入を図るため
の調査を実施することとする。

◆水害に備えた対策は
①ハザードマップを活用し、実際に地域で水害
の出る箇所などを市民とチェックする取り組み
が必要では。
②土砂災害警戒区域、水害想定区域の要援護者
数は。また、その方たちへの防災ラジオや電話通
信も含めた情報伝達機器の整備状況は。
③旧東中学校を避難所としていた地域の今後の

避難のあり方は。
危機管理監 ①入曽地区は、昨年７月に入曽地区
不老川流域風水害訓練を実施し、浸水被害のあ
った区域を歩き、水防への意識の向上を図った。
今後は他地区でも、市が把握している水害想定
箇所の情報をもとに、現地災害対策本部となる
地区センターと地域住民が水害想定箇所を実際
に確認し、水防への意識の向上を図りたい。
②区域内の世帯数6,179世帯のうち、災害時要援
護者は1,660人。このうち、避難情報等電話一斉
配信サービス登録の意思確認を行った者は456
人、実際の登録者は256人で全体の約15％であ
った。緊急時の情報伝達手段を確保するため、こ
の配信サービスを広げていきたい。
③旧東中学校周辺の住民は、中央中学校や富士
見小学校など、近くの学校施設が避難先となる。
旧東中学校の避難場所指定解除の手続きに合わ
せて地元自治会などへ説明する。
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大沢　えみ子（日本共産党）千葉　良秋（令政会）

猪股　嘉直（日本共産党）齋藤　誠（公明党）

水防対策の充実を住みたいと思える安全なまちづくり

交通事故から児童を守る・市営住宅榎団地跡地の売却反対！食品ロス削減対策を「国民運動」に昇華しよう！

その他のテーマ▶ 市営住宅榎団地跡地は複合施設にその他のテーマ▶ 3
さんまるいちまる

0 1 0運動を普及させよう ▶ フードバンク活動への支援も

その他のテーマ▶ 防災・減災は地区防災計画の推進から ▶高齢者が安心して暮らせる安全なまちづくり その他のテーマ▶ 国民健康保険税の減免拡充を
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 6月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。2次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます

（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 13 ） （ 12 ）

◆西口から東口の一方通行路について
①相互通行にするための道路改良の予定は。
②相互通行とする上での障害は、どのようなも
のがあるのか。
都市建設部長 ①慢性的な渋滞や狭小な幅員に
よるすれ違いの難しさなどの問題から、一方通
行とした経緯がある。西口再開発事業では、現行
幅員のままインターロッキングブロック舗装を
行った。西側だけでなく、踏切や東側の幅員にも
難しい課題があることから、現在のところ相互
通行に向けて道路改良を行う予定はない。
②法改正により、危険な踏切や渋滞の原因とな
る踏切は、道路と鉄道の安全性の確保の観点か
らなくしていく方向にある。抜本的な対策とし
て、立体交差にする必要性が生じてくるが、多額

◆障がい者でも子どもを持ち、家庭を築きたい
　1996年に優生保護法は撤廃された。障がい者
の結婚の状況と狭山市の現状は。
福祉こども部長 障害のある方の婚姻件数は把
握していない。相談支援事業所に結婚後の生活
に対する経済的な不安や、妊娠・出産及び出産後
の育児に関する不安などについての相談が寄せ

◆公共交通は対策の前に十分な調査を
　公共交通の対策を講じる前に十分な現状把握
が必要だと思うが、期間、規模、方法は。
市民部長 地域公共交通会議の委員である自治
会連合会の代表から、状況を聴取するとともに、
市民から寄せられる意見も踏まえ検討していく。
　本年度は、市内循環バス・茶の花号の運行ルー
トなどの見直し後の利用動向調査を実施する予
定である。また、新たな地域コミュニティ交通の
あり方を検討するための調査は、今回初めて行
う調査となる。

◆高齢者の交通手段の確保のために
　安全運転サポート車は、高齢ドライバー事故
抑制に非常に有効であるが、購入補助制度の導

◆大学などとの協働事業を見える化
　大学などとの連携事業や協働事業の実績をホ
ームページ上で公表するなど見える化する必要
があると思うが、見解は。
総合政策部長 大学との連携や協働をより一層
推進する上で、また、本市と大学との連携や協働
の具体的な取り組みを市民や学生たちに広く知
ってもらう上で意義あるものと考えられるの

の事業費が必要となるほか、既存道路との接続
が技術的に難しくなる。

◆西口ロータリー周辺と市民広場の使い勝手
　市民広場は自転車に乗車したまま乗り入れを
することができないが、使い方のルールを変更
して自転車の乗り入れを可能にすることで、利
便性がより向上すると考えるが、見解は。
市民部長 安全な歩行者空間を確保する目的で
整備し、人が安心して歩行できる空間となって
いる。にぎわいを創出する場でもあり、人の回遊
もさらに活発になると見込まれることを踏ま
え、市民広場を自転車に乗車したまま通行でき
るようにすることは難しいものと考える。

られることがあり、相談者の暮らしや障害の状
況に合わせて、生活の不安が解消されるよう相
談や支援に努めている。

◆最期まで自宅で療養したい
　狭山市では、単身者でも自宅で療養し最期を
迎えることは可能か。
長寿健康部長 市内医療機関が提供する在宅医
療の実態は、市が一元的に把握していないが、医
師会立の狭山市在宅医療支援センターで、在宅
医療と介護の連携に取り組んでいる。
　単身者の自宅での看取りについても同様に、
詳細を把握していないが、在宅医療支援センタ
ーでは、単身者の在宅での看取りについても相
談し、必要な支援を受けることが可能である。
　医療機関でも独自に支援を行っていることが
考えられ、病状などにもよるが、希望に応えるこ
とは体制的には可能であると考えられる。

入予定は。
市民部長 今後の技術開発の状況や社会動向を
注視し、他の自治体の事例を参考に、調査研究する。

◆ヘルプマークの周知への取り組みは
　平成30年９月の一般質問で、ヘルプマークの
周知と啓発に努めるとあるが、その後の状況は。
福祉こども部長 地域包括支援センターに啓発
チラシを配置するほか、広報紙への掲載や庁舎
１階ロビーにあるコミュニティビジョンでお知
らせしている。また、各公共交通機関には、周知
の協力依頼を行っている。

で、今後の具体的な方法を検討していく。

◆若者の力を生かすために
①若者会議は、学生などがグループワークを通
じて、若者の視点で市に提言するものだが、若者
の声を市政に反映させる仕組みづくりの必要性は。
②しっかりとした仕組みづくりを行い継続的に若
者の意見を反映させる取り組みについての見解は。
市民部長 ①次世代を担う若者の声を市政に反
映させることは大変重要であると考えている。
　市民団体が中心となって実施している「つな
×つな さやま」のような市民同士が緩やかにつ
ながる対話の場を活用して、市内の高校生や大
学生などの若者から魅力あるまちづくりの意見
やアイデアを引き出し、市政に生かしていきたい。
市長 ②協働によるまちづくり条例を踏まえて、
協働によるまちづくりを推進するための仕組み
を検討していく中で、あわせて考えたい。
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福田　正（令政会）高橋ブラクソン久美子（無所属） 

広山　清志（公明党）綿貫　伸子（公明党） 

狭山市駅周辺の今後の整備と見直しの予定について出産から看
み

取
と

りまで、またひとりでも住みやすい狭山市で

地域公共交通の今後の充実に向けて若者の声を生かせる市政運営を

その他のテーマ▶ さやま市民大学の認知度をあげるための対策 ▶ 産官学の協働事業の推進を

その他のテーマ▶ 多子世帯の経済支援を 国保の均等割の減免、給食費の無料化
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 6月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。2次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます

（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 15 ） （ 14 ）

◆情熱の炎を学校現場から絶やさない
①生徒たちにとって部活動とはどのような活動
であることが理想的なのか。
②部活動の顧問を務める教諭や部活動指導員な
どへの助言や補助はどのように行っているのか。
③市の部活動に関する方針策定の経緯・背景は。
学校教育部長 ①生徒の自主・自発的な参加で行
われ、異年齢の交流の中で、生徒同士や教員など
との間で好ましい人間関係の構築を図るととも

◆協働によるまちづくりの展開
①新たな入曽の施設にできる特徴的なコーナー
などで、協働事業の展開に必要なことは。
②来年４月予定の開設時に、どのようなセレモ
ニーを企画しているか。
市民部長 ①カフェコーナーや図書コーナーの
ほか、旧入間小学校・旧入間中学校のメモリアル

◆公共交通の整備は市民の切実な願い
①市民の移動手段確保についてどのような対策
を講じているのか。
②新たな地域コミュニティ交通の在り方につい
て、具体的な方策は。
市民部長 ①交通空白地域の解消のためには、茶
の花号だけでなく新たな交通手段の導入も必要

◆新たな企業誘致の見通しは
　インターチェンジ付近の開発の進出予定業種
と、企業誘致に向けた今後の取り組みは。　　
市長 立地企業の業種は現時点で決定していな
いが、土地区画整理事業の業務代行者に対し、地
域産業の活性化のため、流通業だけでなく、多く
の雇用を創出する製造業や成長分野産業などが
立地するよう要請している。

に、学習意欲の向上や自己肯定感、責任感などを
育む教育的意義が大きい。生徒が生涯にわたっ
て豊かな生活を営むことのできる資質や能力を
育む基盤として、適正な規模で個々のニーズに
応じた活動が行えることが理想である。
②県教育委員会が作成する指導の手引きに加
え、運動部活動指導資料や各スポーツ競技団体
などが作成する指導の手引きを活用するよう周
知し、県主催の研修会を広く紹介して、参加者を
募っている。なお、指導者講習会への参加や競技
審判の資格取得などの費用の補助制度はない
が、今後は必要な費用を精査し、補助することに
ついて研究していく。
③生徒のバランスのとれた生活や成長に配慮
し、教師の負担軽減も考慮した部活動の実施体
制の構築が求められてきていることが背景にあ
る。このような状況の中、国や県が総合的なガイ
ドラインを策定し、これを踏まえ本市でも平成
31年２月に方針を策定した。

コーナーとキッズルームがあり、その運営につ
いては、地域住民との協働により行うことで、有
効に活用されるものと考えられることから、他
市の取り組みを参考に、地域で活動する個人や
団体などからも意見を聴くなどしていきたい。
②新狭山公民館の開館記念式典を参考に、入曽
地区地域交流施設（仮称）整備推進委員会や入曽
地区自治会連合会などからも意見を聴きなが
ら、今後、計画していく。

◆公民館における協働事業
　社会教育分野の充実を図るための人材確保は。
生涯学習部長 地域社会には、さまざまな分野で
専門知識や経験を持った方が多く潜在してお
り、こうした方々に、公民館事業に参画していた
だいたり、事業運営委員になっていただくこと
で、社会教育の充実に貢献していただけるもの
と考える。

であると考えており、こうしたことを踏まえて、
本年度、地域の実情を踏まえた新たな地域コミュ
ニティ交通の在り方について調査研究を行う。
②市内循環バス・茶の花号の運行ルートなどの
見直しを行ったが、これだけでは交通空白地域
の解消に至っていない。今後は各地域の特性や
ニーズなどを把握していく中で、地域事情を勘
案しながら、地域の実態に即した新たな公共交
通の体系や運行方式などを検討していく。

◆学校現場と意思の疎通は
　いじめの把握はどのように行っているのか。
学校教育部長 学校では教職員が日ごろの授業
や生活の様子から、いじめがないかどうかを含
めて児童生徒間の人間関係を観察している。
　また、生活アンケートや児童生徒との２者面
談、さらには、保護者を含めた３者面談や家庭訪
問などを通じて、いじめの把握に努めていると
ころである。　

　今後も、企業ニーズを捉えて土地利用転換構
想地区において産業用地の確保を図り、地域経
済の活性化や雇用機会の確保につなげていく。

◆サピオ稲荷山の公共での存続
　サピオ稲荷山の廃止・民間譲渡を検討してい
るが、その進捗状況と今後の方針は。
市長 平成18年度から指定管理者制度を導入し、
民間のノウハウを生かした運営を行い経費の削
減が図られ、導入した意義が認められる。一方、
毎年多額の指定管理料を要しながら、利用者の
半分以上が市外の方であり、近隣に類似施設が
多く存在し、公共施設としての必要性が薄れて
きている。このことから、健康増進施設としての
機能は維持しながらも、より魅力ある施設とし
て運営がなされるよう民間に運営を移管するこ
ととした。
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笹本　英輔（令政会）西塚　和音（無所属）

田中　寿夫（無所属）大島　政教（はつらつ創造）

教育的意義の高い学校部活動をさらに推進しよういまから入曽の地域交流施設の開設に向けた取り組みを！

高齢化社会に対応した交通手段の確保市内企業の活性化と新規誘致の見通しを問う

その他のテーマ▶  市長の法令遵守についてその他のテーマ▶ 女性管理職の登用 ▶ 学力日本一の現状と見通し

その他のテーマ▶ 待機児童の問題など、現代的な課題をどう捉える ▶ 保育施設に良い人材を確保するためは
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な
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員
会

　７月25日（木）、小学５・６年生が狭山市議会に集まり、議会の仕組み
を学びながら、子どもの安全や、学校トイレ洋式化のための予算といっ
た身近な議案の審査を体験しました。外来生物を調査した委員会は、生
態系への被害防止に関する委員会提出の条例案を作成。本会議場では、
子ども議長進行のもと、委員長報告、討論、採決などを体験しました。

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

笹 本 　 英 輔
衣 川 千 代 子
福 田 　 　 正
広 山 　 清 志
土 方 　 隆 司
千 葉 　 良 秋
齋 藤 　 　 誠
中 村 　 正 義

　高橋ブラクソン久美子議員、大沢えみ子議員、猪股嘉直議
員が市議会議員として20年以上在籍し、地方自治の発展に
寄与した功績で、全国市議会議長会と埼玉県市議会議長会
から、永年在職議員として表彰されました。
　また、埼玉県市議会議長から、３年以上正副議長の職にあ
るものとして、新良守克議員が表彰されました。

土・日曜日、休日を除く。日程は変更になる場合があります。
問合せ議会事務局へ  ☎ 04-2953-1111 内線 3311
 FAX  04-2955-2396 

狭山市議会をパソコンで！スマートフォンで！

インターネット配信をインターネット配信を
ご覧くださいご覧ください

http://www.city.sayama.saitama.jp/gikai/
市議会トップページ⇒右側の動画配信ボタンをクリック
⇒左側の配信メニューを選択

狭山市議会 検索

　７月４日（木）、外来種の侵入による在来種
への影響をテーマに意見交換を行いました。
在来種の保護・環境保全は、市民・企業・行政の
連携が必要であることを認識しました。
協働の取り組みとし
て、ナガミヒナゲシの
駆除とクビアカツヤ
カミキリの監視があ
げられました。

９月定例会の予定９月定例会の予定
９月２日(月)　開会、議案説明
　　４日(水)　議案質疑
　　５日(木)　議案質疑
　　６日(金)～11日(水)　常任委員会
　　17日(火)　常任委員会（採決）
　　18日(水)～20日(金)　一般質問
　　30日(月)　委員長報告、採決、閉会

高橋ブラクソン久美子議員 新良守克議員猪股嘉直議員大沢えみ子議員

表紙の写真 　子ども・議会体験プログラムを開催しました

次号の議会だよりは11月８日発行

功績が認められ

表　彰

市 議 会 の 活 動

さやま環境市民ネットワークと

建設環境委員の意見交換
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